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■ 

ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
・
ハ
イ
ス
ト
リ
ー
ト
の
高

級
住
宅
街
の
一
角
に
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
を

代
表
す
る
画
家
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
レ
イ
ト
ン

の
私
邸
が
あ
る
。
そ
の
名
も
「
レ
イ
ト
ン
ハ

ウ
ス
」
と
呼
ば
れ
、
数
々
の
作
品
を
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
女
王
へ
売
却
し
て
得
た
資
産
を
惜
し

み
な
く
つ
ぎ
込
み
、
30
年
の
歳
月
を
か
け
て

増
改
築
を
重
ね
た
も
の
だ
。
今
回
は
、
昨
年

秋
に
新
た
に
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
が
オ
ー
プ
ン

し
た
同
館
を
征
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

47
歳
で
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ブ
・

ア
ー
ツ
（
英
王
立
芸
術
院
）
の
ト
ッ
プ
で
あ

る
会
長
に
就
任
、
以
後
20
年
近
く
英
美
術
界

の
頂
点
に
君
臨
し
、「（
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
）

太
陽
神
ア
ポ
ロ
ン
の
優
美
さ
と
全
知
全
能
の

最
高
神
ゼ
ウ
ス
の
威
厳
を
持
つ
」
と
称
え
ら

れ
た
レ
イ
ト
ン
（
左
絵
）
の
生
涯
は
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
華
や
か
な
も
の
だ
っ
た
。

　

レ
イ
ト
ン
は
１
８
３
０
年
、
ヨ
ー
ク

シ
ャ
ー
の
ス
カ
ボ
ロ
ー
に
あ
る
裕
福
な
家
庭

に
誕
生
。
祖
父
と
父
親
は
と
も
に
医
者
で
あ

り
、
祖
父
は
ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
で
ロ
シ
ア
皇
帝
一
家
の
主
治
医
を
つ

と
め
る
な
ど
、
レ
イ
ト
ン
家
は
ロ
シ
ア
宮
廷

と
深
い
関
係
を
持
つ
一
族
だ
っ
た
。

　

レ
イ
ト
ン
が
12
歳
に
な
る
頃
、
一
家
は

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
め
ぐ
る
長
期
の
旅
へ
出
立
、
数
年

ご
と
に
各
国
を
転
居
す
る
生
活
を
送
り
、
息

子
に
「
本
場
の
」
恵
ま
れ
た
教
育
を
受
け
さ

せ
た
。
も
と
も
と
頭
脳
明
晰
だ
っ
た
レ
イ
ト

ン
は
、
瞬
く
間
に
数
ヵ
国
語
を
習
得
。
早
く

か
ら
美
術
の
才
能
も
開
花
さ
せ
、
父
親
は
レ

イ
ト
ン
に
医
者
に
な
っ
て
欲
し
い
と
望
ん
で

い
た
も
の
の
、
息
子
が
画
家
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
を
知
る
と
、
滞
在
先
の
各
美
術
学
校

レイトンハウスを征く
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※ 2023 年３月 27 日現在

Leighton House
レイトンハウス

12 Holland Park Road, 
London W14 8LZ
 www.rbkc.gov.uk/museums

ダイニング・ルームには、レイトンが収集した中東や地中海地域の貴重な陶器が飾られている。
レイトンは、しばしば友人や知人を招待してディナーパーティーを開いており、1869 年にはヴィ
クトリア女王もレイトン邸を訪問している。

 
部屋の壁紙としてシルクが用いられているため、シルクルームと呼ばれる。主にレイトンと親交
のあった画家たちからの贈呈品が飾られており、中央の絵画はレイトンが贈った彫像への返礼と
して、ラファエル前派の画家ジョン・エヴァレット・ミレイが描いた「Shelling Peas」。

邸宅内で最も壮麗な部屋。シチリアのパレルモにあるラ・ジサ宮殿をもとにしたと言われ、レイト
ン自身が中東で購入したタイルを使用。ホールに飛び出た２階の格子窓の木枠は、エジプトのカイ
ロから輸入したもの。ホールの中央には小さな噴水がもうけられている。

▲レイトンハウスで見られる作品の一部。
「ヴェネツィアの貴婦人（A Noble Lady of 

Venice）」（上）、「クリュティエ（Clytie）」
（左上）、「オルフェウスとエウリュディケ
（Orpheus and Eurydice）」（左下）。

 開館時間 ： 水～日曜 10:00 ～ 17:30
 入 場 料  ： ￡11
※ Sambourne House との共通券は￡20

 最寄り駅 ：   Kensington（Olympia）
　　　　　     High Street Kensington

Holland Park

The Design Museum

Leighton House

High Street 
Kensington

Kensington High St

A3220 A3220

Kensington（Olympia）

Sambourne House

次の12ページの
  コラムを参照
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で
絵
画
も
学
ば
せ
て
い
る
。

　

１
８
５
５
年
、
英
国
の
ロ
イ
ヤ
ル
・

ア
カ
デ
ミ
ー
展
に
出
品
し
た
「
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
の
通
り
を
行
列
に
よ
っ
て
運
ば

れ
る
チ
マ
ー
ブ
エ
の
聖
母
」
を
気
に

入
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
が
、
同
作

を
即
購
入
し
た
こ
と
で
、
レ
イ
ト
ン
の

名
前
は
た
ち
ま
ち
英
美
術
界
に
知
れ
渡

る
こ
と
に
な
る
。
レ
イ
ト
ン
25
歳
の
こ

と
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
も
順
風
満
帆
に
「
売
れ
っ
子

画
家
」
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、
34

歳
で
レ
イ
ト
ン
ハ
ウ
ス
の
建
造
に
着
手

し
、
47
歳
で
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー

の
会
長
に
選
出
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
富

裕
な
家
庭
出
身
で
自
身
も
画
家
と
し
て

大
成
功
、
知
的
で
ハ
ン
サ
ム
、
魅
力
的

で
エ
レ
ガ
ン
ト
、
絵
の
才
能
は
も
ち
ろ

ん
語
学
に
も
堪
能
、
そ
し
て
王
室
に
も

所
縁
が
あ
る
…
と
な
れ
ば
、
さ
ぞ
か
し

女
性
た
ち
に
モ
テ
た
に
違
い
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
彼
が
世
間
に
見
せ
る
の

は
「
芸
術
家
」
と
し
て
の
華
や
か
な
顔

の
み
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
部
分
を
極

力
見
せ
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
画
業
以
外

の
私
生
活
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。
生

涯
独
身
を
通
し
、
女
性
関
係
の
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
も
一
切
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

同
性
愛
者
説
も
根
強
い
。

　

レ
イ
ト
ン
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
た
ら
、
飾

り
気
の
な
い
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
が
ひ
と

つ
ポ
ツ
ン
と
置
か
れ
た
、
本
当
に
「
眠

る
だ
け
」
の
た
め
の
簡
素
な
寝
室
に
驚

く
こ
と
だ
ろ
う
。
音
楽
家
を
招
い
て

ガ
ー
デ
ン
に
面
し
た
大
き
な
ス
タ
ジ
オ

で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
な
ど
、
同
ハ
ウ

ス
は
上
流
階
級
の
社
交
場
と
し
て
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
そ
う
し
た

ゲ
ス
ト
や
、
親
族
や
友
人
ら
が
宿
泊
す

る
た
め
の
客
室
も
な
い
。
レ
イ
ト
ン
は

１
８
９
６
年
に
狭
心
症
の
発
作
に
よ

り
、
姉
妹
に
看
取
ら
れ
な
が
ら
65
歳
で

こ
の
屋
敷
に
て
亡
く
な
っ
た
が
、
小
さ

な
寝
室
が
ひ
と
つ
し
か
な
い
邸
宅
を
買

う
者
は
現
れ
ず
、
結
局
博
物
館
と
し
て

一
般
公
開
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

１
８
７
８
年
に
准
男
爵
（Sir

）、

１
８
９
６
年
に
は
男
爵
（Baron

）
に

叙
勲
さ
れ
、
英
美
術
界
で
「
ロ
ー
ド

（Lord

）」
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
る

男
爵
位
以
上
の
爵
位
を
与
え
ら
れ
た
の

は
、
後
に
も
先
に
も
彼
た
だ
ひ
と
り

だ
。
そ
の
一
見
華
麗
な
る
人
生
が
、
実

際
は
ト
ッ
プ
に
立
つ
が
ゆ
え
の
孤
独
に

覆
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
仕
事
に
没
頭
し
孤
高
を
愛
し
た
の

か
、
そ
れ
を
知
る
す
べ
は
な
い
。
彼
の

最
期
の
言
葉
は
「
私
の
愛
は
ロ
イ
ヤ

ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
」
だ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
お
り
、
中
東
か
ら
買
い
集
め
た

お
気
に
入
り
の
タ
イ
ル
を
使
用
し
て
豪

華
な
ア
ラ
ブ
ホ
ー
ル
を
作
り
上
げ
る
な

ど
、
レ
イ
ト
ン
の
美
意
識
を
具
現
化
さ

せ
た
邸
宅
は
、「
偉
大
な
芸
術
家
」
と

い
う
役
割
を
演
じ
る
た
め
の
舞
台
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
へ
行
く
機
会
の
あ
る

人
は
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

　レイトンハウスから徒歩 10 分ほどの距離にあるサンボーンハウスは、ヴィク
トリア朝を代表する人気雑誌「パンチ（Punch）」のイラストレーターだった、
リンリー・サンボーン（1844～1910）＝写真左下＝の自宅だ。1875年にサンボー
ン夫妻が引っ越してきた時は普通のタウンハウスだったが、窓にステンドグラス
をはめ込み、室内をウィリアム・モリスの壁紙で覆い、中国や日本の陶磁器コレ
クションを所狭しと飾るなど改装。当時の耽美な世紀末主義様式のインテリアを
楽しむことができる。

人気イラストレーターが暮らした家
サンボーンハウス

Sambourne House
18 Stafford Terrace, London W8 7BH
www.rbkc.gov.uk/museums
  開館時間 ：水～日曜 10:00 ～ 17:30
   入 場 料  ：￡11
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